
              やまぶき 第６１号 

 

 1 / 4 

 

 

犬
目

い
ぬ
め
の

兵
ひ
ょ
う

助 す
け

の
こ
と 

 

甲
州
街
道
犬
目
宿
の
水
越
兵
助
（
一
七
九
七
～
一

八
六
七
）
は
、
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
八
月
の
甲

州
郡
内
騒
動
（
甲
州
一
揆
）
を
下
和
田
村
の
森
次
左

衛
門
（
武
七
）
と
共
に
指
導
し
た
人
物
。
時
に
兵
助

は
四
十
歳
、
次
左
衛
門
は
七
十
歳
で
あ
っ
た
。
次
左

衛
門
は
自
首
し
て
捕
え
ら
れ
獄
死
し
た
が
、
兵
助
は

磔
刑
の
裁
決
が
出
て
い
た
も
の
の
各
地
を
逃
亡
の
末
、

上
総
木
更
津
に
隠
れ
、
そ
の
後
帰
郷
し
、
生
き
延
び

て
七
十
一
歳
で
没
し
た
。 

 

こ
の
人
物
の
こ
と
は
文
献(

１) (

２) 

な
ど
の
「
和

算
解
説
書
」
に
も
書
か
れ
て
い
る
。
遊
歴
和
算
家
と

は
少
し
違
う
が
、
逃
亡
中
に
書
い
た
日
記
が
残
さ
れ

て
い
て
、
各
地
で
そ
ろ
ば
ん
・
算
術
を
教
え
て
い
た

こ
と
か
ら
書
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

文
献(

２)

で
は
そ
ろ
ば
ん
で
「
比
例
計
算
、
金
や

銀
、
あ
る
い
は
銀
と
銭
の
両
替
算
、
中
に
は
開
平
方

や
開
立
法
」
を
教
え
て
欲
し
い
と
い
う
農
民
の
希
望

を
叶
え
な
が
ら
逃
亡
（
の
旅
を
）
し
た
と
あ
る
。 

日
記
か
ら
の
逃
亡
ル
ー
ト
は
秩
父
に
出
て
高

崎
・
長
野
か
ら
北
陸
へ
。
そ
れ
か
ら
舞
鶴
・
福
知
山
・

岡
山
、
そ
し
て
四
国
に
渡
り
、
和
歌
山
・
奈
良
・
京
・

津
へ
と
続
く
次
の
よ
う
な
ル
ー
ト
で
あ
る
。 

 

犬
目
―
三
峰
―
高
崎
―
榛
名
山
―
善
光
寺
―
高

田
―
糸
魚
川
―
富
山
―
金
沢
―
小
松
―
福
井
―

敦
賀
―
由
良
―
天
橋
立
―
福
知
山
―
上
郡
―
児

島
―
丸
亀
―
琴
平
―
観
音
寺
―
西
条
―
松
山
―

今
治
―
大
島
―
岩
国
―
宮
島
―
広
島
―
福
山
―

岡
山
―
竜
野
―
姫
路
―
西
宮
―
大
阪
―
堺
―
高

野
山
―
大
峰
山
―
奈
良
―
京
都
―
大
津
―
津
―

伊
勢
山
田
（
こ
の
後
は
日
記
破
損
か
不
明
） 

 

逃
亡
の
途
中
か
ら
は
「
追
っ
手
の
な
い
こ
と
を
確

信
し
、
そ
の
面
で
は
気
持
ち
が
楽
に
な
っ
た
よ
う
に

見
受
け
ら
れ
る
」
と
文
献
の
資
料
に
は
あ
る
。 

 

 

四
月
十
七
日
、
犬
目
宿
を
訪
れ
て
み
た
。
そ
こ
は

中
央
高
速
の
談
合
坂
Ｓ
Ａ
の
近
く
で
、
Ｓ
Ａ
を
見
下

ろ
せ
る
高
台
に
あ
る
小
さ
な
宿
場
町
は
昔
の
雰
囲
気

を
少
し
感
じ
取
れ
る
よ
う
な
処
で
あ
っ
た
。 

 

兵
助
の
家
は

名
主
に
近
い
家

柄
で
、
妻
は
犬

目
宿
近
く
の
四

方
津
村
の
名
主

の
娘
で
あ
っ
た
。

兵
助
は
村
の
指

導
者
に
な
る
だ
け
の
教
養
を
身
に
つ
け
て
い
た
。「
読

み
書
き
そ
ろ
ば
ん
」
は
当
然
と
し
て
、
塵
劫
記
に
出

て
く
る
算
術
位
は
身
に
つ
け
て
い
た
可
能
性
は
あ
る

の
だ
ろ
う
。 

 

こ
の
時
期
に
な
る
と
貨
幣
経
済
の
進
展
で
農
民
も

様
々
な
計
算
が
必
要
に
な
っ
て
来
る
時
期
で
、
そ
ろ

ば
ん
の
必
要
性
が
出
て
き
て
、
そ
れ
が
兵
助
の
逃
亡

中
に
生
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

日
記
は
欠
損
が
あ
り
九
月
六
日
の
途
中
か
ら
翌
年

八
月
ま
で
の
一
年
あ
ま
り
で
後
ろ
も
欠
け
て
い
る

（
欠
損
は
身
の
安
全
を
考
え
て
自
ら
破
り
捨
て
た
と

の
推
測
も
あ
る
）。
そ
ろ
ば
ん
・
算
術
関
係
の
記
述
は

二
十
三
ヶ
所
あ
る
が
幾
つ
か
示
し
た
い
。 

 

○
（
十
月
）
廿
二
日
右
村(

磯
村)

出
立
、
夫
ゟ
中
村
（
福

知
山
市
）
百
姓
新
蔵
宅
ニ
而
そ
ろ
ば
ん
お
こ
之
み
申
候

ニ
付
泊
申
候
。（「
そ
ろ
ば
ん
」
の
文
字
の
初
出
） 

○
廿
四
日
右
村(

中
村)

出
立
、
夫
ゟ
猪
崎
村
百
姓
辰
兵

衛
ト
申
者
宅
ニ
泊
り
申
候
。
尤
此
家
ニ
○
廿
五
日
○

廿
六
日
○
廿
七
日
○
廿
八
日
尤
同
人
忰
ニ
五
日
之
間
、

そ
ろ
ば
ん
お
し
え
て
お
り
申
候
。 

○
（
十
一
月
）
十
日
ゟ
十
二
日
迄
三
日
之
間
、
そ
ろ
ば
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ん
幷
家
相
ニ
而
と
う
り
う(

逗
留
、
西
脇
市)

仕
、(

後
略) 

○
廿
七
日
右
村(

磯
上
村
・
岡
山
県
瀬
戸
内
市)

同
人
宅
出
立

(

の)
積
り
ニ
御
座
候
所
、
算
実(

術)

好
ニ
付
と
う
り
う

仕
候
間
猶
又
泊
り
候
。 

○
（
二
月
）
十
三
日(

略)

東
明
神
村
（
愛
媛
県
）
百
姓
永

之
丞
宅
ニ
、
泊
り
申
候
。
尤
此
家
ニ
而
ハ
算
無
心
ニ

付
十
四
日
ゟ
十
七
日
迄
仕(

指)

南
仕
候
。(

後
略) 

○
（
四
月
）
廿
日
右
村(
大
三
島
・
今
治
市)

出
立
、
夫
ゟ
大

三
島
山(

大
山
祇
神
社)

へ
ま
い
り
申
候
。
夫
ゟ
同
島
内
ひ

か
い(

肥
海)

村
ニ
而
庄
屋
ニ
付
、
差
宿
ニ
而
同
村
百
姓

喜
平
次
ト
申
者
ニ
の
そ
み
ニ
付
開
平
開
立
伝
次(

授)

仕
、
善
ご
ん
に
相
成
申
候
。
□
泊
り(
申
候
。) 

（「
開
平
開
立
」
ま
で
教
え
て
い
る
） 

○
（
六
月
）
廿
三
日
右
村(

中
道
村
・
和
歌
山
県
橋
本
市)
寺(

観

音
寺)

出
立
の
所
、
ひ
る
時
迄
算
術
の
書
印
申
候
。
夫

ゟ
ひ
る
時
出
立
、(

後
略)  

 

（
算
術
の
書
を
書
い

て
い
る
。
寺
に
奉
納
し
た
の
か
？
） 

  

こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
、
百
姓
か
ら
の
そ
ろ
ば
ん
教

授
の
要
望
が
強
い
こ
と
、
場
合
に
よ
っ
て
は
四
～
五

日
も
同
じ
場
所
で
教
え
て
い
た
こ
と
や
、
開
平
開
立

ま
で
教
え
、
ま
た
算
術
書
ま
で
認
め
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
逃
亡
の
最
中
と
は
思
え
な
い
活
躍
で
、
こ

の
特
技
が
逆
に
逃
亡
を
助
け
た
の
か
も
知
れ
な
い
。 

 

そ
の
後
伊
勢
あ
た
り
か
ら
か
海
路
で
江
戸
に
向
い
、

そ
の
後
木
更
津
に
住
み
着
き
、
姓
を
水
越
か
ら
奈
良

に
変
え
、
そ
ろ
ば
ん
の
寺
子
屋
を
開
き
、
妻
も
呼
び

寄
せ
て
生
活
し
た
と
い
う
。
さ
ら
に
そ
の
後
犬
目
宿

へ
帰
っ
て
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
二
月
七
一
歳
で

亡
く
な

っ
た
と

い
う
。

泰
山
瑞

峯
居
士

と
い
う
。

一
揆
の

首
謀
者
が
逃
亡
に
成
功
し
、
生
き
延
び
た
極
め
て
稀

有
な
例
と
思
わ
れ
る
。 

 

ま
た
、
逃
亡
に
先
立
ち
妻
り
ん
を
離
縁
し
た
「
離

縁
状
」
や
「
書
置
之
事
」「
書
置
一
札
之
事
」（
何
れ

も
兵
助
の
書
）、
そ
れ
に
「
次
左
衛
門
自
首
書
」
な
ど

が
残
っ
て
い
て
当
時
の
こ
と
を
具
体
的
に
知
る
こ
と

が
で
き
、
興
味
が
尽
き
な
い
。 

  

な
お
文
献(

２)

は
、
兵
助
は
そ
ろ
ば
ん
・
算
術
を

落
合
周
八
郎
俊
明
に
学
ん
で
い
た
可
能
性
が
高
い
と

し
て
い
る
。
落
合
は
『
甲
陽
算
鑑
童
蒙
知
津
』
の
跋

文
を
書
い
て
い
る
五
人
の
一
人
だ
が
詳
細
不
明
。 

 

早
大
図
書
館
の
『
本
朝
算
鑑
童
蒙
知
津
』
（
安
永

惟
正
、
文
政
三
年
）
は
題
簽
が
「
本
朝
算
鑒(

鑑)

」

で
、
内
題
序
は
「
本
朝
算
鑑
童
蒙
知
津
序
」
と
あ
り
、

も
う
一
つ
の
序
は
「
甲
陽
算
鑑
童
蒙
知
津
自
序
」
と

あ
る
。
安
永
惟
正
は
、
最
上
流
の
四
天
王
と
言
わ
れ

た
市
瀬
惟
長
の
門
人
で
、
文
献(
５)
に
は
、 

「
市
瀬
惟
長
の
門
人
に
安
永
惟
正
あ
り
、通
称
傳
語
、

字
は
之
供
、
格
齋
と
号
す
。
櫓
山
堂
と
も
号
す
。
江

戸
の
人
、
本
石
町
に
住
む
。
文
化
八
年
二
一
天
作
五

を
著
す
。甲
州
に
遊
歴
し
石
和
に
留
ま
り
て
教
授
す
。

依
て
峡
算
須
知
の
足
ら
ざ
る
所
を
見
て
、
甲
陽
算
鑑

童
蒙
知
津
を
著
す
。
題
簽
に
は
本
朝
算
鑑
と
あ
る
。 

本
朝
算
鑑
天
地
人
三
巻(

内
題
甲
陽
算
鑑
童
蒙
知
津)  

文

化
十
三
年
丙
子
孟
春
於
甲
陽
石
和
驛
旅
館
、
江
戸
格

齊
居
士
安
永
橘
惟
正
之
供
自
序
、
文
政
庚
辰
（
三
年
）

嘉
平
月
平
安
濤
山
小
島
好
謙
序
、
文
化
丙
子
（
十
三
年
）

之
春
跋
（
甲
州
の
門
弟
五
人
の
連
名
） 

甲
斐
は
徳
川
時
代

に
入
っ
て
も
武
田
の
舊
政
三
ヶ
條
を
許
さ
る
（
貢
を
収

む
る
に
大
小
切
の
法
、
金
銀
貨
銭
に
甲
金
の
法
、
量
数
に
三
升
枡

の
法
）
、
故
に
算
法
に
も
そ
れ
を
取
り
入
れ
る
」、
と
あ

る
。
つ
ま
り
石
和
に
遊
歴
し
て
『
甲
陽
算
鑑
童
蒙
知

津
』
を
著
し
て
い
る
。
自
序
を
読
む
と
書
名
は
武
田

信
玄
の
『
甲
陽
軍
鑑
』
を
参
考
に
し
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。跋
文
の
五
名
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

甲
陽
郡
内
領
葛
野
邑 

落
合
周
八
郎
俊
明 

同 

山
梨
郡
萬
力
邑 

平
松
林
語
保
定 

同 

山
梨
郡
松
本
邑 

注
連
木
佐
兵
衛
徳
隆 

同 

邉
見
領
谷
戸
邑 

三
井
五
兵
衛
徳
音 

同 

府
城
東
石
和
驛 

土
屋
重
郎
左
衛
門
正
直 
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参
考
文
献 

(

１)

弦
間
耕
一
『
和
算
家
物
語
』 

(

２)

佐
藤
健
一
『
和
算
家
の
旅
日
記
』 

(

３)

深
谷
克
己
『
八
右
衛
門
・
兵
助
・
伴
助
』 

(

４)

増
田
広
実
「
甲
州
郡
内
騒
動
頭
取
犬
目
村
兵
助
と
「
逃

亡
日
記
」
そ
の
他
」（『
歴
史
評
論
』
338
号 

(

５)

『
明
治
前
日
本
数
学
史
』（
第
五
巻
） 

 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

藤
田
雄
山
貞
資
先
生
顕
彰
会
の
講
演
会 

  

去
る
四
月
二
十
九
日(

月)

、
深
谷
市
川
本
公
民
館

で
藤
田
雄
山
貞
資
先
生
顕
彰
会
の
講
演
会
が
あ
り
拝

聴
し
て
き
ま
し
た
。
講
演
会
は
群
馬
県
和
算
研
究
会

か
ら
の
連
絡
で
知
り
ま
し
た
。 

 

演
題
は
「
藤
田
貞
資
と
紀
州
徳
川
家
」
で
、
講
師 

は
電
気
通
信
大
学
の
佐
藤
賢
一
先
生
で
し
た
。 

 

日
本
学
士
院
の
藤
田
貞
資
関
連
資
料
（
重
要
文
化

財
）
が
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
紀

州
徳
川
家
七
代
宗
将(

む
ね
の
ぶ)

の
十
一
男
頼
朴(

よ
り
な

お)

と
貞
資
の
関
係
な
ど
の
話
が
あ
り
、
大
い
に
参
考

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
関
流
四
伝
書
に
も
少
し
触
れ

て
い
ま
し
た
。 

  

貞
資
と
紀
州
徳
川
家
頼
朴
の
こ
と
に
つ
い
て
少
し

ま
と
め
て
み
ま
す
。
講
演
資
料
に
、 

 

『
山
路
君
樹
先
生
茶
話
』
に
「
右
ハ
藤
田
雄
山
先

生
、
阿
部
播
州
侯
江
算
術
御
指
南
之
序
、
御
咄
申
上

ラ
レ
シ
ヲ
、
ト
テ
モ
ノ
義
、
書
付
見
ス
ヘ
シ
ト
命
ニ

依
テ
書
サ
レ
シ
処
ナ
リ
」
と
あ
り
、
藤
田
は
有
馬
家

の
他
に
大
名
の
門
人
（
紀
州
徳
川
家
）
を
指
南
し
て

い
た
こ
と
が
分
か
る
、
と
い
い
ま
す
。
そ
の
証
拠
と

し
て
学
習
院
大
学
史
料
館
に
『
乾
坤
之
巻
』（
二
軸
、

陸
奥
国
棚
倉
藩
主
・
華
族 

阿
部
家
資
料
）が
あ
り
、

日
付
は
寛
政
四
年(

一
七
九
二)

閏
二
月
、箱
書
に「
藤

田
権
平
定
資
伝
授
之 

寛
政
四
年
壬
子
閏
二
月
二
十

八
日 

源
頼
朴[

朱
印]

」
と
あ
る
と
い
い
ま
す
。
そ

の
史
料
は
「
弧
背
真
術 

乾
坤
」
で
、
そ
の
コ
ピ
ー

も
配
布
さ
れ
ま
し
た
。
紀
州
徳
川
家
に
差
し
出
し
た

も
の
は
学
士
院
に
あ
る
同
等
の
文
書
よ
り
文
字
が
丁

寧
で
、
宛
名
が
な
い
（
殿
様
の
名
前
は
書
け
な
い
の

で
）
と
い
う
こ
と
で
し
た
。 

 
改
め
て
調
べ
て
み
る
と
、
頼
朴
は
寛
政
五
年
（
一

七
九
三
）
一
月
に
忍
藩
主
阿
部
正
識
の
養
子
と
な
り

寛
政
八
年
に
阿
部
家
の
家
督
を
相
続
し
て
九
代
正
由

(

ま
さ
よ
り)
に
な
り
、
寛
政
十
年
奏
者
番
、
享
和
元
年
（
一

八
〇
一
）
七
月
寺
社
奉
行
、
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）

一
月
大
坂
城
代
、
文
化
三
年
十
月
京
都
所
司
代
と
幕

府
の
要
職
を
歴
任
し
た
。
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）

十
月
十
一
日
に
死
去
。「
弧
背
真
術
」
は
阿
部
家
に
入

家
す
る
前
に
取
得
し
た
和
算
の
伝
授
書
と
い
い
ま
す
。 

ま
た
日
本
学
士
院
に
は
「
乾
坤
之
巻
」
と
い
う
の

が
あ
り
ま
す
。
大
正
七
年
六
月
に
貞
資
の
子
孫
藤
田

菊
弥
氏
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
貞
資
関
係
の
一
連
の
資
料

は
平
成
五
年
に
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す

が
「
乾
坤
之
巻
」
は
そ
の
一
つ
で
す
。「
乾
坤
之
巻
」

に
あ
る
「
弧
背
真
術
」
は
学
習
院
の
も
の
と
同
文
で

す
が
、
字
体
が
少
し
違
う
よ
う
に
見
え
ま
す
。 

な
お
阿
部
家
は
、
備
後
国
福
山
藩
主
阿
部
家
を
宗

家
と
す
る
譜
代
大
名
で
、
寛
永
十
二
年
下
野
国
壬
生

城
主
、
つ
い
で
武
蔵
国
忍
に
移
る
。
文
政
六
年
に
は

陸
奥
国
白
河
へ
移
り
、
さ
ら
に
慶
応
二
年
陸
奥
国
棚

倉(

福
島
県
東
白
川
郡
棚
倉
町)

に
移
っ
て
い
ま
す
。

戊
辰
戦
争
で
は
棚
倉
藩
は
新
政
府
軍
と
戦
い
棚
倉
は

落
城
し
ま
し
た
。 

 

 

      

右は箱で左下に

「正由様御傳書」

のこよりが見え

る。左は「乾の巻」

の巻物 

（学習院大学史料

館の棚倉藩主阿部

家資料 No1690。

講演会資料より） 



              やまぶき 第６１号 

 

 4 / 4 

 

        

       

                   

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

編
集
後
記 

犬
目
宿
を
訪
れ
て
か
ら
、
ま
た
佐
藤
賢
一
先
生
の

講
演
を
聞
い
て
か
ら
、
と
も
に
日
に
ち
が
経
過
し
て

か
ら
の
記
述
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

ど
ち
ら
も
興
味
あ
る
内
容
で
、
さ
ら
に
深
く
知
り

た
い
こ
と
が
沢
山
あ
り
ま
す
が
体
調
そ
の
他
で
ま
ま

な
ら
ず
、
少
し
イ
ラ
イ
ラ
で
す
。 

拙
文
の
限
り
で
す
が
、
気
長
に
や
り
た
い
。 

弧背真術（阿部家資料） 

 

 

「乾坤之巻」（日本学士

院資料・重文。ホーム

ページより） 

弧背真術（阿部家資料）の最後の部分 

（宛名がない） 


